
 

 
 
 
 
スペシャルオリンピックスは、知的発達障がいのある人たちに様々なスポーツトレーニングとその成果の発表の場であ

る競技会を、年間を通じ提供している国際的なスポーツ組織です。SO では、これらのスポーツ活動に参加する知的発達

障がいのある人たちをアスリートと呼び、多くのボランティアやアスリートのファミリーが一緒になって活動を支えてい

ます。ここ富山でも SO が活動しています。現在延べ約 110 名のアスリート会員が５つの競技種目に取り組んでいます。 

 

■エッセイ 

★「今、ファミリーの力が必要です！」               ファミリー委員長 戸田 薫 

「母はスペシャルオリンピックス日本の理事長と

してその発展に全力を注いでいます。富山で活動が

始まったら協力してください。」仕事の関係で夫と食

事を共にしたその若い女性は、スペシャルオリンピ

ックスの素晴らしさを熱く語り、しばらくして世界

大会のビデオを送って下さいました。2002 年秋のこ

とでした。 

 やがて2003年3月大島町で細川理事長の講演を聞

き、同年 10月、次女・明里
あ か り

は初めてフロアホッケー

に参加しました。 

 翌年 2 月に出場した長野でのナショナルゲーム。

アスリートたちは堂々と入場行進や試合に臨み、立

派に戦いました。このことが私達に大きな感動を与

え、これを機にファミリー間の結びつきがよりいっ

そう強くなったことを感じました。 

 設立計画の段階からおよそ 3 年、多くの方々の力

により昨年 11 月、地区組織として本部から認証を受

け、「スペシャルオリンピックス日本･富山」は鉢植

えから大地に根を下ろしました。 

 この若木を大きく育てるためにファミリーは今後、

父母兄弟・姉妹など一人でも多くの家族が会の運営

に積極的に関わっていこうではありませんか。 

会員の拡大・事務分担・行事の企画運営・賛助金集

め、さらには周囲へのコーチやボランティアとして

の協力要請・行事への参加依頼・・・その他、「自分

に出来ることはないか？」と、家族全員で考えてみ

ましょう。 

多くのファミリーの支えがあってこそ SO の輪が広

がり、活動が社会に広く認められていくのではない

でしょうか。 

皆様のご協力をお願いします。 
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■地区組織“SON・富山”発進！ 

 2005 年 11 月 5 日のイベント“SO デー”に、スペ

シャルオリンピックス日本（SON）の細川佳代子理事

長が来県され、JR 富山駅前 CiC ビル 5階の多目的ホ

ールで講演会が開催されました。演題は「スペシャ

ルオリンピックスの魅力」。細川さんがエピソードを

交えて語る、健常の人たちの中に知的発達障がいを

持った人たちが自然に受け入れられていく社会の実

現に向けて、「偏見のない子供たちを育てる教育こそ

がこれからの日本を変えていく」というお話に、多

くの参加者が熱い思いを抱いて聞き入りました。

  

 

引き続き開催された認証式で、SON・富山設立準備

委員会は、晴れて SON の正式な地区組織として認め

られました。 

 

 

 

 

 

 

  

 

■SON・石川との交流試合 

 2005 年 11 月 27 日、正式に地区組織に昇格した

SON・富山のアスリートは金沢市で、石川県のフロア

ホッケー（FH）のアスリートとの交流試合に臨みま

した。 

 

 

試合が終わって、互いのチームがセンターラインで

ハイタッチしながら挨拶する姿は、もう一人前の立

派なアスリートに見えました。

SON 理事長、細川佳代子さんの講演会 

笑顔でサインを交わす細川理事長と山口 SON・富山会長 
西日本ブロック競技会に出場したアスリートを励ます細川理事長 

福祉関係施設の協力を得て６つのテントは、いろいろな催しで賑わいました 

歴史の長い SON・石川のチームは、さすがに上手でした 

「お互いに頑張ったね！」 「おぉ、こんどまたやろう！」



■フロアホッケーのコーチクリニック 

 2005年 12月 11日、高岡ふれあい福祉センターで、

フロアホッケーのコーチクリニック（CC）が開催さ

れました。午前中は SON・長野の宮下さんからゼネ

ラルオリエンテーションを、SON・大阪の花岡さんか

らアスリート理解の講義を受けました。午後は、花

岡さんの奥様も加わり、実技講習でスティックの握

り方やパスの受け方などを学びました。 

 例年より早い雪で会場の外は白銀の世界でしたが、

体育館の中は受講者の熱気に包まれていました。コ

ーチクリニックが初めての人や、2回目・3回目の人

も含め、27 名の受講者があり、新たに 11 名の新コ

ーチが誕生しました。ファミリーのみなさん、お近

くのお友達も誘って今後もコーチクリニックにどん

どん参加しましょう。 

  

 

 

■３回目のクリスマス会 

2005 年 12 月 17 日、大雪の中、富山市駅北の自遊

館大ホールで、アスリート・ファミリー・コーチ、

ボランティアなど 100 人近くが参加してクリスマス

会が開催されました。ファミリーと元富山養護学校

ALT のエミリー、山口会長で結成するバンド「ヒマ

ジン」の演奏や、アスリートとファミリーがエネル

ギッシュに踊った「マツケンサンバⅡ」、ビンゴゲー

ムなどで、楽しい２時間はあっという間に過ぎてい

きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後は、アスリートを代表してアスリート委員長

杉森君が、舞台の上でコーチやボランティアに感謝

の気持ちを述べました。「熊本大会を頑張ります！」

と力強く宣言し、会はお開きになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SO についての概論を SON・長野の宮下さん(左写真)が、アスリートの理解に向けた講義を SON・大阪の花岡さんが行いました 

アメリカ人が歌う富山弁の「イマジン」に一同、ビックリ！ 

全員が上手に腰を“プリプリ”振って、ヤンヤの喝采を受けました 

アスリートからボランティアの皆様への感謝のことば






